
自治体窓口ＤＸ（書かないワンストップ窓口）
に関する取組状況説明
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北見市をはじめ、複数の自治体において窓口DXが進み始めています
⚫ 業務改革(BPR)とシステム活用による「書かないワンストップ窓口」を北海道北見市が先行。

⚫ 既に令和4年度デジ田交付金を活用して約70自治体が窓口DXに取り組み中。

⚫ デジタル庁ではガバメントクラウドを活用し、先行優良自治体の取り組みの全国展開を検討中。

北海道北見市、岩見沢市、埼玉県深谷市「書かないワンストップ窓口」

必要な手続をまとめてやってもらえる！

書かないし、手続がすぐに終わった
画面に沿って対応を進められて、

経験の浅い職員にもやさしい

窓口支援システム

事例

• ガバメントクラウドによる窓口支援システムの全国利用の手法
も考えられる。

• 住民：手続時間の短縮、窓口移動回数の削減
• 役所：業務の効率化、サービスレベルの標準化
• 書かない、待たない、回らない（ワンストップ）窓
口サービス実現の基盤となる。

効 果

業務
システム

・RPA
・データ連携
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窓口DXにおいては「業務改革(BPR)」と「システム活用」の２つを
セットで取り組む必要があります

業務改革

（フロント・バックヤードのBPR）

システム活用
×

窓口DX成功のカギ
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特に業務改革（BPR）はシステム導入の前準備として必須です。

（共創PFで配布中の北海道北見市「書かないワンストップ窓口」導入手順書より抜粋）
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デジタル庁は令和５年夏頃を目途に、”書かないワンストップ窓口” 
を実現させる「窓口DXSaaS」をサービスインする予定です

窓口DXSaaSのコンセプト

あなたのまちも、デジタル庁と共に窓口DXを目指してみませんか？

マイナンバーカードや公金受取口座登録のメリットも実感

窓口とともにバックヤー
ドも改革

経験の浅い職員でも窓口
対応可能

住民に
やさしい

書かない 待たない 回らない

職員負担の軽減 サービス平準化職員に
やさしい
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「窓口DX SaaS」でデジ庁が目指すもの

デジタル庁がセキュリティを担保した「窓口DXSaaS」を自治体の皆様と共に共創することで、”書かない
ワンストップ窓口”の全国展開を加速します

◼ アーキテクチャの整備
• 業務システムなどバックオフィスで取り扱う情報の活用や、OCRによる記載内容のデータ化により、申請書の自動作成や関

連手続きの自動判定、ナビゲーションによる受付業務の平準化を実現。
• マイナンバーカード取得のメリットを住民に窓口で実感していただける。
• 業務システム標準化のメリットを職員に実感していただき、住民に還元する。
• 「住民目線」「職員目線」の両方を重要視することで”誰一人取り残されない”窓口を目指す。

◼ セキュリティの担保
• ガバメントクラウドを活用することで、リスク管理の高度化を実現（例：主権免除、バックアップも含めて国内でデータ管

理、一切の紛争は日本の裁判所が管轄、データポータビリティの確保、第三者監査の実施、セキュリティやネットワーク設
定等の重要な設定を共通横断的に適用、仮想化ネットワーク活用で安全な専用WANを構築等）。

• BYOK（暗号化の秘密鍵を独自に設定すること）により各自治体でリスク管理も可能。

◼ 自治体との共創
• デジタル庁が提供する窓口DXSaaSは、利用予定の自治体の皆様と連携をしながら作成。
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既に窓口DXに取り組んでいる先行自治体(R4年度デジ

田交付金事業（R3補正予算）の活用団体を含む)の更な

るBPRやクラウド対応等を支援することで窓口DXの高

度化、全体の底上げを支援。

R4年度デジ田交付金事業（R3補正予算）として、窓

口DX先行自治体のシステムをガバクラ上で実装し、

システムのマルチテナント化・デジ庁SaaS提供に向

けた運用実証を行う。

R5年度デジ田交付金事業として採択された団体を中

心に、ガバクラ上で窓口DXSaaSを提供。自治体業

務のBPR、窓口DXSaaSの仕様決定、SaaSを活用し

たサービス実装などを自治体の皆様と共創。

R4年度までに窓口DXに取り組んでいる自治体

実証協力団体（R４～）

R5年度以降窓口DXに取り組む自治体（R５～）

全国展開へ加速
（R６～）

全国展開に向けたイメージ

「窓口DXSaaS」を自治体の皆様と共創し、順次全国展開を目指します
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デ
ジ
タ

ル
庁

窓口DXSaaSを自治体の皆様と共創し、R5夏ごろ目途にサービスインを目指します

BPR業務改革（BPRアドバイザー派遣事業）
(2月中旬～)

窓口DXSaaSの仕様検討
(12月～3月)

募集・調達

構築開始

サービスイン
（2023夏頃）

デジ田交付金Type１
募集(～2/16)

窓口DXSaaSのサービスインまでの流れ

※複数ベンダーへの調達・構築を想定

希望する自治体が順次導入
※デジ田交付金等活用

デジタル庁が提供する窓口DXSaaSは、主に共創PFに参加してい
る全ての自治体の皆様と連携をしながら作成中

➢ 実施内容：自治体と連携しつつ必要な機能を極力仕様に反映

➢ 実施期間：令和４年12月１日～令和５年３月末目途

➢ 方法：主に共創プラットフォームにて

➡12/28(水)に、共創PF上にて、デジタル庁作成の「仕様書0.3
版」「要件定義書0.3版」を発出しました。既に多くの自治体の皆
様から仕様に関してのご意見・ご要望をいただいております！

デジ田交付金でデジタル庁が提供する窓口DXSaaS
を活用して窓口DXに取り組む自治体については、
デジ田事務局が交付金対象事業の採択にあたり加点

➢ 実施計画の提出：令和5年２月９日～２月16日

➢ 審査期間：令和５年３月中旬

➢ 交付決定：令和５年４月１日予定

デジ田交付金に自治体窓口DXSaaS活用で応募した自治体を
中心に、希望する自治体にはアドバイザーを派遣し窓口BPR
を支援予定

➢ 支援内容：現状調査、推進体制の構築支援、BPR等

➢ 支援期間：令和５年２月中旬～随時(予定)

➢ 支援頻度：3日間/１団体(オンライン/オフライン)

※応募方法等の詳細は後日案内予定

デ
ジ
タ
ル
庁

自
治
体

主体

…デジ田交付金

…BPRアドバイザー
派遣事業

…窓口DXSaaS

自
治
体
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• ナビゲーション機能
➢必要な手続きや手順等を住民や職員に示し
てくれる機能

• マイナンバーカードによる券面記載事項
の読み取り機能
➢マイナンバーカードをかざすだけで４情報
等の自己情報を申請書に自動入力ができる
機能

窓口DXSaaSの機能イメージ

• 申請書作成機能
➢バックオフィスにあるデータを活用して申
請に必要な情報を入力して表示する機能

• 他サービスとAPI連携ができる機能
➢国や事業者が提供する他のデジタルサービ
スと連携ができる機能

等
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【仕様書に関する共創PFでの意見募集状況】

●●という機能があると良
いと思います！

⇦12/28(水)：共創PF上で、窓口DXSaaS
の仕様について、デジタル庁から皆様に
ご提案しています

私の自治体では〇〇が大き
な課題となっています！

▲▲という案に私も賛成で
す！！

既に多くの自治体の皆様から仕様に関しての
ご意見・ご要望をいただいております！

⇩
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共創プラットフォームへのご参加お待ちしております！
デジタル庁HPの申請フォームよりご登録下さい(所要時間：約５分)
※当面、窓口DXSaaSについては「#自治体窓口業務改革_行政手続オンライン化」チャネルでやりとりをさせていただきます

登録方法

【申請フォーム】
https://forms.office.com/r/E7A93w4ygJ

https://forms.office.com/r/E7A93w4ygJ
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是非自治体の皆様と一緒に、全国の窓口DXを推進していきましょう！

デジ田交付金を活用して窓口DXを行う場合は、デジタ

ル庁が提供予定の窓口DXSaaSの活用をご検討ください

（令和５年夏ごろ提供予定）

窓口DXSaaSの活用

①自治体のBPR支援を目的とした、アドバイザー派遣事

業の活用をご検討ください

➢ 支援内容：現状調査、推進体制の構築支援、BPR等

➢ 支援期間：令和５年２月頃～

➢ 支援頻度：３日間/１団体

※詳細は後日公表

②BPR講師育成事業への応募をご検討ください

➢ 実施内容：将来のBPR講師の育成を目的として、既
存アドバイザーが研修やOJTを提供します

➢ 期間：令和５年２月頃～

➢ 支援頻度：１～３日間/１人（仮）

※詳細は後日公表

BPR事業

デジ田交付金：実施計画書のイメージ


